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チャネル ･パワー静の再検討 (2) (469) 205
とでパワ:基盤とは何かについて迫りたい.





(1) 高位集中 (high concentration:gLィプⅠ- a)
(2) 中位集中 (moderateconcentration:タイプⅢ)

















































チャネル.パワ 論ーの再検討 (2) (471) 207
チャネル論ではたとえば,製造業者一卸売業者一小売業者一消費者というよう






























































見た ｢仕入依存度｣,製造業者から見た ｢販売依存度｣ とに分けることができ
る｡交渉力の源泉-仕入 ･販売依存度ということになるが,これはチャネル ー






























10) 森下二次也 ｢書評･風呂勉著 『マーケティング･チャネル行動論』｣ 『経営研究』第100号,
1969,81べ-ジ;石原武政 ｢マーケティング･チャネル論の系譜｣京都ワークショップ『マーケ
ティング理論の現状と課題』1973,207-212ページ｡
ll) 石原武政 ｢流通系列化の基礎条件｣『経営研究』第31巻第2号,1981,49-67ページ;同 『マー
ケテンィグ競争の構造』1982,210-217ページ｡











































































































チャネル･パワ 論ーの再検討 (2) (479) 215
表 2
製造企業(事業単位)の数 多数 〉 少数製造企業の交渉力大
霊莱の数 製造企業(事薫単位)の時宜警真宗議題の授資の程度 をし､または低水準 中水準 高水準
多数少I販売企業の交渉力大 香し､または低水準 市場取引 リベー ト制 販売地域ゐ制限または価格決定の.







































































218 (482) 第144巻 第3･4号
るかという点である｡影響モードとは対人関係を利用 ･構築していく方法のこ
とであり,たとえば,脅迫,警告などがあるOただここで言えるのは,影響モ
ードの重視という最近のアメリカ･チャネル論の-潮流21)紘,チャネル ･パワ
ーをより行動論的 ･過程的にとらえようとするものである,ということである｡
第四に,アメリカ･チャネル論において一時代を画したチャネル ･パワー論
の見直しが,経済学的観点から最近多くなされてきている2'｡この行動科学的
アプローチと経済学的アプローチとの関係というマーケティング論における古
典的ではあるが重要な問題28)を,流通チャネル領域でどのように解決するのか
が問われていると言えよう｡
(1988年 5月提出)
21) 代表的な論文としては,G.LFrazierandJ.N.Shcth,"AnAtitude-BehaviorFramework
forDistributionChannelManagement",JournalofMarketing,Vol.49,Summer,1985,pp･
38-48.
22) もちろん,中田氏の見解もその1つであるが,他にはたとえば次を参鳳 LW.Sternand
T.Reve,山DistributionChannelsasPoliticalEconomies:AFrameworkforComparative
Analysis",Jou7･nalofMarketing,Vol.44,Summer,1980,pp-52164;A.S･Achrol,T･Reve,
andL.W.Stern,"TheEnvironmentofMarketingChannelDyads:A Frameworkfor
ComparativeAnalysis',JournalofMarkeiini,Vol.47,Fall,1983,pp.55-67･,高鳴克義 ｢垂
直的市場構造とチャネル･システム｣ 『商経学叢』第34巻 第2号,1987.12.109･-132ページ｡
23) 田村正妃 『マーケティング行動体系論』1971,3-51ぺ-ジ等を参照O
